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親孝行の「代行」というものがあるらしい。何でもビジネスにするものだなあと思ってい

たら、なんとシルバー人材センターでも同様のサービスを行っているとか。 
サービスを行っている企業の社長は「親孝行の新たな形になるといい」とコメント。さら

に海外勤務をしている利用者の声が載せられていた。海外在住ならば親孝行は容易ではな

い。声を聞かせるだけでも、国際電話をかけること自体難しいであろうし、時差も考慮する

となるとなおさら大変だろう。なるほど良いサービスだ。 
しかし見出しを見てまず思ったことは「親孝行の代行とはこれ如何に」。親を思う心が伝

わればどんなやり方も良いと思うが、やはり本人が直接するのが良いのではないか。そこに

意味があるのではないか。まして「面倒」な親孝行を買うという発想では全く意味がない。 
記事には親の声が載せられていなかったが、どのように感じているのだろう。私の親はど

のような形の親孝行を望むだろう。 
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